
柴又地域一連の学校改築

柴又小学校敷地に新校舎 東柴又小学校敷地に新校舎

校庭面積 0㎡ 約2,800㎡ 約1,600㎡

校庭面積 約2,500㎡ 約2,300㎡ 約5,600㎡

※東柴又小学校敷地に新校舎を建てる場合、学校プールの地域開放の在り方については、今後検討する。

・避難所としては小学校１校分の減になるが、体育館を2階以上に設置して浸水時の避難者収容人数を

　現在より増やす見込みである。

・新校舎では、太陽光パネルや蓄電池などの設備を導入するとともに、エレベーターの設置などバリア

　フリーに対応した施設とする。

・各学校の歴史や文化について紹介し、継承方法は改築方針に合わせて今後の懇談会で検討・議論する。

・校庭が広くとれるなら、統合新校舎は東柴又小学校に建てたほうがいい。

・統合後は避難所が1か所減るので、跡地を避難所として活用してほしい。

　→（区からの回答）

防災担当部署などとも協議し、跡地活用については今後検討していく。

(柴又小学校敷地に増築)
約550㎡

（約1,100㎡）

4階建て
約2,350㎡

（約8,000㎡）

柴又小学校単独改築
（柴又小学校敷地建築）

建築面積
(延床面積)

約1,210㎡
（約3,420㎡）

(東柴又小学校敷地に増築)
約850㎡

（約1,700㎡）
仮校舎の
施設規模

新校舎の
施設規模

建築面積
(延床面積)

3階建て
約2,600㎡

（約7,000㎡）

3階建て
約3,000㎡

（約8,000㎡）

第５回柴又地域学校改築懇談会のまとめ
●開催日時

令和６年４月２５日（木曜日） １９:００～２０:００

●内容

１．会⾧挨拶

２．施設規模、地域の拠点となる学校づくりについて

３．今後の進め方

４．意見交換

資料１

柴又小学校単独改築、柴又地域一連の学校改築における施設規模について

柴又地域一連の学校改築における防災機能について

各学校の歴史・文化の継承について

意見（要旨）



柴又地域学校改築懇談会
～第６回～

令和６年５月３０日（木）

葛飾区
葛飾区教育委員会
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資料２
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本日の内容

【本日のテーマ】意見交換・まとめ
柴又地域の一体改築案において、
今までの区からの説明や懇談会での意見交換を踏まえて、
改めて意見交換をする。

※本資料中の「柴又地域の学校」は柴又小学校・
東柴又小学校・桜道中学校を指します

【本日の進め方】
（１）アンケート結果
（２）今までのおさらい
（３）議論・意見交換
（４）今後の進め方



新しい意見なし。

（１）アンケート結果
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教育環境について

望ましい学級数について

新しい意見なし。



（１）アンケート結果
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施設規模、地域の拠点となる学校づくりについて

【新しいご意見】

・統合となった場合、東柴又小学校のほうが校庭が広くとれるが、柴又小学校
のほうが南向きで日当たりがよい。

・東柴又小学校は土手が近く、花粉や水害のリスクが懸念。

・東柴又小学校に統合校舎を建設したほうが良い。東柴又小学校であれば4階
建てが可能で、校庭面積が広く運動会を行うにも余裕がある。

・統合した場合、今まで３か所あった避難所が２か所になるとの説明であった
が、跡地に建設する施設も避難所として対応できるようにし、今までどおり
3か所にしてもらいたい。



（２）おさらい
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〇工事中の教育環境への影響低減

〇未来を見据えた教育環境の整備

〇地域の拠点となる学校づくり



（２）おさらい －柴又地域の改築案－
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（Ａ案）柴又小学校単独改築 柴又地域一連改築

（Ｂ案）柴又小学校敷地に統合校 （Ｃ案）東柴又小学校敷地に統合校

それぞれの状況・メリット等については、別紙１・２参照



（３）議論・意見交換
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（４）今後の進め方
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報告書作成・提出

事務局にて以下の資料を懇談会報告としてまとめ、区・教育委員会に
提出いたします。
①懇談会意見のまとめ
②これまでの懇談会のまとめ
③懇談会配布資料

⇒「①懇談会意見のまとめ」については、懇談会の意見がまとまり次
第、開催通知と一緒に委員の皆様に送付いたします。
懇談会で内容を最終確認し、報告書として確定予定です。



以下のいずれかで、可能な限り具体的にお願いいたします。

（１）専用入力フォーム
右側のＱＲコードをスマホ等で読み取り、
入力をお願いいたします。

（２）質疑票をＦＡＸ
本日の配布資料にある質疑票にご記入のうえ、
０３ʷ５６９８ʷ１５３６ までＦＡＸを送付ください。

（３）期限
６月９日（日）までにいただいたものは、次回懇談会で共有いたします。

（４）今後の進め方
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質 疑



次回以降の懇談会ご案内
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開催予定

（１）日時
①第７回 令和６年６月１８日（火曜日）
②第８回 令和６年７月１６日（火曜日）

（２）場所（各回共通）
柴又学び交流館 ３階レクリエーションホール

（３）内容
柴又地域学校改築に関する意見交換（続き）

※進捗状況などにより、日程の変更が生じることがあります。







柴又地域一連の学校改築

（Ｂ案）柴又小学校敷地に新校舎 （Ｃ案）東柴又小学校敷地に新校舎

工期 6か月

建設地 柴又小学校敷地 東柴又小学校敷地 柴又小学校敷地

校庭面積 0㎡ 約2,800㎡ 約1,600㎡

工期 42か月（既存・仮設校舎解体等含む）

校庭面積 約2,500㎡ 約2,300㎡ 約5,600㎡

（Ａ案）柴又小学校単独改築

新
校
舎
の

施
設
規
模

配置図

建築面積
(延床面積)

約1,210㎡（約3,420㎡） 約850㎡（約1,700㎡）

34か月（既存校舎解体等含む）

約550㎡（約1,100㎡）

柴又小学校敷地

配置図

建築面積
(延床面積)

約2,600㎡（約7,000㎡）　3階建て 約3,000㎡（約8,000㎡）　3階建て 約2,350㎡（約8,000㎡）　4階建て

柴又地域学校改築案比較表

仮
校
舎
の

施
設
規
模

５か月

別紙２

校庭

約2,500㎡

（現況：約2,250㎡）
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柴又地域一連の学校改築

（Ｂ案）柴又小学校敷地に新校舎 （Ｃ案）東柴又小学校敷地に新校舎
（Ａ案）柴又小学校単独改築

柴又地域学校改築案比較表 別紙２

12学級

建物規模
既存校舎の一部（3階建て）

＋ 仮校舎（3階建て）

校庭面積 0㎡ 約2,800㎡ 約1,600㎡

建物規模 3階建て 3階建て ４階建て

校庭面積
約2,500㎡

（現在の柴又小学校と同等以上の面積）
約2,300㎡

（現在の柴又小学校と同等の面積）
約5,600㎡

（現在の東柴又小学校の1.5倍以上の面積）

変化なし

・東柴又小学校で、将来的に単学級の学
年が発生する可能性がある

・避難所は現行どおり（３校）だが、東
柴又小学校・桜道中学校の体育館など、
一部浸水の恐れがある避難居室がある

通学区域
通学路

学級数 18学級

仮
校
舎

既存校舎（3階建て） ＋ 仮校舎（2階建て）

新
校
舎

工事の影響
・校庭での体育授業や外遊び等が制限
・全工事期間で騒音や振動の影響あり
・児童動線と工事車両の動線が交錯

仮校舎建設地については建設期間のみ、騒音や振動の影響あり

防災機能

仮設校舎、新校舎への引越しのタイミングで環境変化あり

・避難所は２校（統合小学校・桜道中学校）になるが、浸水時も使用可能な避難居室
（２階以上）の面積が増え、設備の更新もされる

生活環境

・一部児童は通学距離が長くなる
・柴又街道を横断する児童が増える
・仮校舎、新校舎への引越しで柴又街道を横断する児童数が変化

教
育
環
境

留意点 ÜÜÜ
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＜参考＞　桜道中学校改築比較

柴又地域一連の学校改築

（Ｂ案）柴又小学校敷地に新校舎 （Ｃ案）東柴又小学校敷地に新校舎

工期 78か月（既存校舎解体等含む）

建物規模

校舎引越しのタイミングで環境変化あり

・仮校舎運営期間中、現在の柴又小学校
まで通う

備考
・柴又地域学校改築懇談会での桜道中学校に関する検討範囲は、仮校舎がどこになるかというところまで
・区が考える柴又地域一連の学校改築になった場合、敷地内のどこに新校舎を建てるかなどの詳細は、今後桜道中学校改築懇談
会を設立（令和10年度想定）して検討。

34か月（既存校舎解体等含む）

2,400 ～ 

生活環境 仮設校舎、新校舎への引越しのタイミングで環境変化あり教
育
環
境

通学路 変化なし

・仮校舎運営期間中、現在の東柴又小学
校まで通う
・仮校舎運営期間中、柴又街道を横断す
る生徒が増える
・仮校舎、新校舎への引越しで柴又街道
を横断する生徒数が変化

柴又地域学校改築案比較表

工事の影響
・校庭での体育授業等が制限
・全工事期間で騒音や振動の影響あり
・生徒動線と工事車両の動線が交錯

工事の影響なし

新
校
舎
の

施
設
規
模

配置図

建築面積
(延床面積)

2,400 ～  3,000㎡（約8,000㎡）

4階建て または　4階建て（一部3階建て）

（Ａ案）柴又小学校単独改築
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